
2026年度 ミニ択一式
選択20題解説





問題 １ の解説 ２００１年度問題

正解 （３）

コンクリートの中性化速度に関する問題である。

（１）水結合材が同じであれば、混和材により中性化速度は
変化する。×

（２）フェノールフタレイン溶液により、中性化していない
箇所が赤紫色に抵触する。×

（３）タイルなどの仕上げ材は、中性化速度を遅らせること
になる。〇

（４）中性化は、塩化物イオンによる鉄筋の腐食に影響する
（塩分濃縮が進む）。×



中性化速度に及ぼす影響

✓ 水結合材比が小さいほど ⇒ 遅い

✓ 普通ポルトの方が混合セメントより ⇒ 遅い

✓ 含水率は６０％程度が ⇒ 速い

✓ 室内より室外の方が ⇒ 遅い

✓ 仕上げがあると ⇒ 遅い

✓ 南側、西側より、北側、東側が ⇒ 遅い



中性化速度に及ぼす相対湿度の影響

＊内部湿度は中性化速度を支配する





問題 ２ の解説 ２００２年度問題

水セメント比が小さいほど、塩化物イオンの侵入速度は遅くなる。
よって、勾配の大きい図ー１の方が水セメント比は小さい。

海岸から近い飛沫帯の方が、表面塩分量は大きくなる。

この理由から、図ー１は、水セメント比が４０％である。
また、曲線１は、飛沫帯と考えられる。

したがって、正解は（１）である。



表面塩分量が一定の場合、
塩化物イオンの侵入深さは、見
掛けの拡散方程式「フィックの第
2法則」で予測できる。

経過時間に伴い、次第に表面
塩分量に近づくことになる。
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問題３ の解説 ２００４年度問題

（１） 気泡間隔係数が大きいほど、凍害は受けやすく、耐
凍害性が低下する。 不適当

（２） 空気量と気泡間隔係数が同等であれば、水セメント
比が小さい、つまり強度が大きいほど凍害を受けにくく、耐
凍害性は大きくなる。 適当
（３） 干満帯は海水の作用も受け、凍害を受けやすい。

適当
（４） ポップアウトができるのは、骨材の吸水率が大きい場
合である。 適当

したがって、正解は、不適当な記述の（１）である。



コンクリートの凍害と空気量の関係



■気泡分布
硬化コンクリート中の気泡径の分布，

 空気量,気泡間隔係数を測定する。

 測定範囲；１０μｍ～数ｍｍ

 コンクリート中の気泡部分を実体顕微鏡
 で入力し，画像処理装置により解析。
（１試料の測定時間 ： １０分）

 

 

コンクリート中のエントレンドエアーの確認

 コンクリートの凍結融解抵抗性の評価

気泡間隔係数 ２５０μｍ以下であれば
凍結融解抵抗性は良好と判定



凍結融解試験の試験機器

300サイクル経過後
の凍結融解試験供試体

表面層にスケーリング
が見られる



・骨材：吸水率３%以下，安定性試験における損失率12%以下を確かめる．

・コンクリート：凍結融解試験300ｻｲｸﾙ終了後の相対動弾性係数80%以上を確かめる．

●耐凍害性の判定方法（相対動弾性係数で評価）

センサ

供試体

発振子

・動弾性係数
Ｅｄ＝4.08ｘ10－６・Ｌ／Ａ・ｍ・ｆ２

ｍ：質量
ｆ：１次共鳴振動数（Hz)

たわみ振動による共振振動数測定
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問題 ４ の解説 ２００１年度問題

（１）コンクリート中では、鋼材は不動態皮膜で覆われているが、腐食
限界濃度を超える塩化物イオンが侵入すると、（A）Fe2＋を溶出する
アノード反応と、同時に（B）OH-を生成するカソード反応が起き、アノ
ード部で腐食が進行する。 不適当

（２）鋼材が腐食すると腐食膨張が生じ、鋼材に沿ったひび割れが生じ
る。 不適当

（３）塩化物イオンが腐食に関する場合は、腐食が生じると、劣化因子
が侵入しやすくなり、腐食進行速度は増す。 不適当

（４）腐食すると剥離剥落が生じる可能性が高い。

以上より、適当なものは（４）である。



鉄筋腐食について





問題 ５ の解説 ２００１年度問題

（１） PC構造物では、主ケーブルの沿ったひび割れが生
じる。 適当

（２） ASRに生じたひび割れは、乾湿で変化しないが、湿
潤から乾燥するときに強調される。 適当

（３） コアの促進養生で膨張しないからといって、ASRで
ないとは言い切れない。 不適当

（４） ASRが生じると白色のゲルが生じることがある。 適
当

以上より、正解は（３）である。





問題 ６ の解説 正解は（４） ２００３年度問題

① 下水中の硫酸塩還元細菌で、
硫化ガスが発生。

② 気相部で硫酸に変化し、C-Hと
反応。

③ 二水石こう（CaSO4・２H2O）となり、
体積膨張を生じる。

腐
食
が
激
し
い
部
分

下水中の硫酸塩還元細菌の働きにより、硫化水素ガスが
発生する。気相部で硫酸となりコンクリート中のCa(OH)2と
反応し、二水石こうとなって体積膨張を生じる。
（１）、（２）は激しく劣化しない。 不適当
（３）は好気性細菌で嫌気性細菌ではない。 不適当
（４）は適当





問題 ７ の解説 ２００５年度問題

リバウンドハンマーによる測定では、平均値から偏差20％
を超えると打ち直すとされている。

9点の合計から平均値を求める。 ３９８÷９＝４４．２

偏差２０％で、35.4～５３の範囲を外れる2点を取り直し
た。３３と５５を削除して、４０と３７を加える。

３８７÷９＝４３

以上の結果、（２）が正解。





問題８ の解説 ２００５年度問題

（１） サーモグラフィーは２㎝程度の浮きを把握できる。
適当

（２） X線透過撮影法で１５ｃｍ程度のコンクリート透過で
き、鉄筋の状態を把握できる。 適当
（３） 電磁誘導法で、表面から５０㎝にある鉄筋を把握で
きない。 不適当
（４） 衝撃弾性波法で、トンネルに厚さは測定できる。

適当

以上の結果、 正解は（３）



赤外線サーモグラフィ法



【電磁誘導法について】

電磁誘導法は鉄筋探査法のひとつで、コ
ンクリート表面に接触させるプローブに交流
電流を流して磁界を作る。
プローブを移動させたときに生じる磁界の
変化を捉えることで鉄筋の位置、径、かぶり
を推定する。



各種弾性波による測定概念



衝撃弾性波法により厚さが測定できる可能性はあ
る。

深さｄは、弾性波伝搬速度周波数で除して伝播距
離を求め、その半分とする。

弾性波伝播速度Vp：
一次共振周波数 ｆ ：

２ｄ＝Vp/ｆ





問題９ の解説 ２００２年度問題

（１） X線粉末回折で、C-S-Hを定量できない。
不適当

（２） 走査電子顕微鏡（SEM）で骨材とセメントペ
ーストの界面の状態を観察できる。 適当
（３） 電子マイクロアナライザー（EPMA）で塩素
の分布を把握できる。 適当
（４） 熱分析法（DTA・TG）で水酸化カルシウム
を定量できる。 適当



Ｘ線回折について



走査型電子顕微鏡（ＳＥＭ）

SEMは、その分解能を生かして、コンクリート中の空隙の形態や、
アルカリシリカゲルの存在状態、セメントの水和物まで観察可能。



EPMA



【示差熱重量分析（TG/DTA）について】

示差熱重量分析とは、加熱や冷却によって生じる重量の変化を連
続的に測定し、どの温度で試料にどんな変化が起こっているかを把
握することができる熱分析方法。





問題１０ の解説 ２００４年度問題

（１） 骨材の反応性鉱物を、偏光顕微鏡で観察す
るのは適当。
（２） コアの強度試験や静弾性係数の結果でASR
の影響を判断できる。 適当
（３） 酢酸ウラニルのよりASRを判断できる。適当
（４） 残存膨張率は、温度40℃、湿度95％以上の
室内（水中浸漬ではない） 不適当

以上の結果、正解は（４）



【偏光顕微鏡観察について】

偏光顕微鏡とは偏光を利用した顕微鏡
であり、岩石や鉱物の観察をはじめ、広く
結晶の光学的性質を調べるために使用さ
れる。



Ｘ線回折について



反応性鉱物について





問題１１ の解説 ２００３年度問題

（１） 示差熱重量分析で受熱温度を推定できる。
適当
（２） コンクリート表面の色で受熱温度を推定で
きる。 適当
（３） アルミサッシの溶融で受熱温度を推定でき
る。 適当
（４） 表面の反発度から受熱温度を推定するの
は困難 不適当

以上の結果、正解は（４）



示差熱重量分析（TG/DTA)



示差熱重量分析



コンクリート表面の状態と受熱温度





問題１２ の解説 ２００１年度問題

（１） エポキシは、紫外線劣化するので、トップコートには
不向き。 不適当
（２） エポキシ樹脂は乾燥させて塗布することが望ましい。
適当
（３） ポリマーセメントモルタルは湿潤でと不可能。 適当
（４） 樹脂系塗膜や無機系塗膜のいずれも劣化因子の侵
入防止の効果が期待できる。
適当

以上の結果、正解は（１）





問題１３ の解説 ２００５年度問題

断面修復材のうちのポリマーの性能に及ぼす影響につ
いて
ポリマーが多いほど、弾性係数は小さくなる。
（２）、（３） 

ポリマーが多いほど、引張強度は大きくなる。
（１）、（２）、（３）

 ポリマーが多いほど、熱膨張係数は大きくなる。
（２）、（４）

以上の結果、正解は（２）





問題１４ の解説 ２００４年度問題

（１）、（２）、（４） ともに電源（＋と－）が逆

以上より、正解は（３）



脱塩工法について





問題１５ の解説 ２００３年度問題

アウトケーブルは応力線に応じて設置する。

曲げモーメントが多くなる部分を上向きに作用
するように配置する。

以上の結果、正解は（１）





問題１６ の解説 ２００４年度問題

（１） 錆汁を伴うひび割れに対して、断面修復を
したことは適当。
（２） 庇下部のひび割れからのつららに防水処
理は適当。
（３） 凍害の漸弱部は取り除かなければならない
ので、不適当
（４） 劣化部分を取り除いて、断面修復と表面被
覆を施したのは適当

以上の結果、正解は（３）





問題１７ の解説 ２００２年度問題

（１） 床スラブを貫通しているのは乾燥収縮の可能性
適当

（２） 主筋の沿ったひび割れは鉄筋の腐食の可能性
適当

（３） 梁の軸方向のひび割れはASRの可能性
適当

（４） 梁の斜め方向や部材直角方向のひび割れは曲げひ
び割れの可能性で凍害の可能性は低い。 不適当

以上の結果、正解は（４）





問題１８ の解説 ２００４年度問題

（１） 自己収縮が最も早い。 不適当
（２） 沈下ひび割れが最も早い。 不適当
（３） 沈下ひび割れが最も早い。 不適当
（４） 沈下ひび割れ、温度ひび割れ、劣化
に伴うひび割れの順で、適当

以上の結果、正解は（４）





問題１９ の解説 ２００３年度問題

スラブの荷重が作用すると、スラブ上面は、
周辺のひび割れが生じる。
短辺より、長辺に生じるので、（１）が適当。

（３）、（４）は下面の生じるひび割れ。

以上の結果、正解は（１）





問題２０ の解説 ２００４年度問題

（１） AE剤の使用は戦後になるので、適当
（２） １９６５年は、ASRの規制前で、適当
（３） １９７０年は、海砂を使用した可能性が
ある。 適当
（４） １９９０年はASRの規制があるが、使わ
れていないとは言えない。 不適当

以上の結果、正解は（４）
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